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さぬき市温泉施設等の検討結果について（答申） 

 

 

 

さぬき市温泉施設等検討委員会において、今後の温泉施設等のあり方につい

て検討を行った結果、別紙答申書として取り纏めましたので提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

さぬき市温泉施設等に対する答申 
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さぬき市温泉施設等検討委員会はさぬき市 SA 公社温浴施設（ツインパルながお、ゆ～

とぴあみろく、春日温泉）、門入カメリア温泉、クアタラソさぬき津田の今後のあり方に

ついて、平成 22年度に続き 2回目の諮問を受けた。 

平成 22 年度の答申の要点は 3 つあった。第 1 に、収入の改善によって評価する。第 2

に、翌年度の成果によって評価する。第 3 に、施設ごとに評価する。そこで、指定管理

料を除く売上高の推移を見ると、例えば、ゆ～とぴあみろくは平成 22 年度の 64,947 千

円から平成 28 年度の 53,281 千円に、春日温泉は平成 22年度の 81,292 千円から平成 28

年度の 63,695 千円に、いずれも大幅に減少している。この間に、ツインパルながおは業

務を縮小し、大串温泉は廃止されたが、各施設のさらなる見直しは避けられない。 

本委員会では、指定管理料が交付されているさぬき市 SA 公社温浴施設と指定管理料が

交付されていない（即ち、独立採算の）門入カメリア温泉およびクアタラソさぬき津田を

区別した上で、財務面および経営面における各施設の評価を比較検討し、その存廃につい

て以下の結論を得た。 

 

1 さぬき市 SA公社温浴施設について 

財務面を見ると、指定管理料を除く営業利益は、ツインパルながおが△27,582 千円、

ゆ～とぴあみろくが△14,696 千円、春日温泉が△10,049 千円となっており、いずれも赤

字であるが、なかでもツインパルながおの赤字幅はひときわ大きい。 

指定管理料を除く売上高は、ツインパルながおが 39,061 千円、ゆ～とぴあみろくが

53,281千円、春日温泉が 63,695千円となっており、春日温泉の金額が最も大きい。 

指定管理料を除く売上高に対する営業利益の比率は、ツインパルながおが△70.6%、ゆ

～とぴあみろくが△27.6%、春日温泉が△15.8%となっており、春日温泉のマイナス幅が

最も小さい。 

指定管理料を除く売上高に対する売上原価、販管人件費、一般管理費の比率は、ツイン

パルながおがそれぞれ 5.4%、54.4%、110.8%、ゆ～とぴあみろくが 17.5%、55.9%、

54.1%、春日温泉が 22.3%、43.5%、50.0%となっており、売上原価の比率はツインパル

ながおが最も低いが、販管人件費と一般管理費の比率は春日温泉が最も低い。 

指定管理料は、ツインパルながおが 20,000 千円、ゆ～とぴあみろくが 15,000 千円、

春日温泉が 5,000千円となっており、春日温泉への交付額が最も少なく、さぬき市の財政

的な負担が最も小さい。 

 経営面を見ると、SWOT 分析（※）の総合達成度は、ツインパルながおが 52.4％、ゆ

～とぴあみろくが 44.7％、春日温泉が 52.4％となっており、いずれも低い数値であるが、

なかでもゆ～とぴあみろくは 50％を割り込んでいる。 

利用者の満足度（満足＋やや満足）は、ツインパルながおが 34.8％、ゆ～とぴあみろ

くが 33.4％、春日温泉が 37.2％となっており、春日温泉の数値がやや高い。 

財務面と経営面等を総合的に勘案すると、改善の可能性が相対的に高い春日温泉を存続

させ、ツインパルながおとゆ～とぴあみろくの温浴施設は廃止すべきである。 
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2 門入カメリア温泉およびクアタラソさぬき津田について 

財務面を比較すると、償却前営業利益は門入カメリア温泉が 610 千円、クアタラソさ

ぬき津田が△35,303 千円となっており、門入カメリア温泉は黒字であるが、クアタラソ

さぬき津田は大幅な赤字である。しかし、いずれも独立採算で運営されており、さぬき市

に財政的な追加負担が発生する恐れはない。 

経営面を比較すると、SWOT 分析の総合達成度は、門入カメリア温泉が 58.2％、クア

タラソさぬき津田が 66.5％となっており、いずれも高い数値であるが、なかでもクアタ

ラソさぬき津田は 60％を超え、経営面で優位にある。 

財務面と経営面等を総合的に勘案すると、さぬき市に大規模修繕等の財政的な追加負担

が発生しない限り、当面、門入カメリア温泉とクアタラソさぬき津田のいずれも存続を認

めるべきである。 

 

 

※ SWOT分析 

外部経営環境分析を通じて環境変化の中の何が自社にとって機会－Opportunity（チ

ャンス）であり、脅威－Threat（リスク）なのかを全体として把握する。そして、自

社経営資源分析を通じて、「強み」（Strength）と「弱み」（Weakness）がどこに

あるかを整理するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


